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佐々木　克　之
Ⅰ．はじめに
近年、あらゆるスポーツにおいて、女性審判員のめざましい活躍がTV
等でクローズアップされ、「女性の試合は女性が担当する」という傾向が
強くなってきている。また、2020年のオリンピック開催地が東京に決定し
た今、国内外の主要大会で活躍する女性審判員の需要は、今後、益々高ま
っていくことが予想される。
平成25年度日本バレーボール協会（以下、「JVA」と略す）国内事業本
部・審判規則委員会運営方針には、「男女共同参画をさらに推進し、女性
審判員の活動を支援すると共に、審判技術の向上を図る」とある。この女
性審判員養成等に関わるJVAの基本方針は、10年以上も前から各都道府県
協会が取組んできた事業の一つであった。その結果として、女性審判員数
は増加したが、資格取得後の審判活動継続に関して、女性審判員の視点で
考えたときに、結婚、出産、育児等、女性ならではの課題があるように思
われる。
本報告書では、JVA国内事業部・審判規則委員会の一員である筆者が、
水谷孝義委員長をはじめ各委員の方々のご承諾を得た上で、今後、より質
の高い審判員を養成するため、また資格取得後も活動を継続していくため、
女性の「審判活動」に関する現状、課題、要望等について質問紙法による
調査を行い、その結果を基に「女性審判員養成に関する現状と課題」につ
いて考察し、今後の養成事業に反映させることを目的とした。
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Ⅱ．調査対象
今回の調査は、平成25年８月に開催された「Ａ級審判員資格取得審査講
習会」（20名）および12月に開催された「Ａ級審判員研修会」（12名）の
女性受講者、合計 32名を対象とした。「Ａ級審判員資格取得審査講習会」
の受講者は、２年に１回大阪で開催される審査講習会に、各都道府県から
推薦された20歳以上のJVA公認Ｂ級審判員である。尚、Ａ級審判員資格は、
国内トップのカテゴリーであることを付け加えておく。
Ⅲ．方　法
【資料】のような質問を設け、Ａ級審判員資格取得審査講習会では、筆
記試験終了後に配布し、翌日の講義開始時に回収した。また、Ａ級審判員
研修会では、第１日目の受付時に配布し、講義終了後に回収した。どちら
も受講生には「審判員養成に関するアンケート調査への協力依頼（お願い）」
として、この趣旨と回答結果が資格審査および研修会の評価資料にはなら
ない等の説明を加え、理解と協力を求めた（回収率100％）。
このアンケートの集計結果を基に、女性審判員養成に関する現状を把握
し、また女性審判員が抱える課題について考察した。ただし、今回の調査
対象者は、各都道府県から推薦を受けたごく一部の女性審判員であること、
また国内トップカテゴリーの女性審判員であることを十分に配慮した上で
考察した。
Ⅳ．調査結果と考察
１．所属について
小バ連（小学生バレーボール連盟）は５名、中体連は６名、高体連は６
名、クラブ連は６名、ヤングクラブ連は、１名、実業団連は１名、その他
は、７名であった。（表１）。
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小バ連は、帯同審判員制（大会参加の条件として、チームが公認審判員
を帯同する制度）で大会運営を行っているため、また、中体連・高体連で
は、チームに付き添う顧問が審判員として大会運営を行うことが多いため、
資格取得講習会の受講者が多かったのではないかと推察される。
２．年齢と活動年数について
女性受講者の平均年齢は、34.25歳であった。その内、未婚者20名の平
均年齢は32.45歳、既婚者12名の平均年齢は、37.25歳、子供ありの回答は
２名であった。また、活動年数については、１年未満０名、１～３年未満
３名、３～５年未満５名、５～10年未満14名、10年以上が10名であった。
活動年数３年以上と回答した女性受講者は、32名中29名（未婚者20名、
既婚者９名）と多い（表２）。今回の調査だけでは不十分であるが、女性
受講者の平均年齢が高いことと、活動年数が長いことの関連性については、
A級審判員資格取得講習会受講には、多くの実績（活動年数）が必要とな
ることが、受講年齢を高める大きな要因ではないかと推測される。
３．仕事について
女性受講者 32名中、全員が何らかの仕事についており、28名が常勤で
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表１．女性受講者の所属
小バ連
5
中体連
6
高体連
6
クラブ連
6
ヤングクラブ連
1
実業団連
1
その他
7
合　計
32
表２．女性受講者の活動年数
未婚者
既婚者
合　計
①１年未満
0 
0 
0 
②１～３年未満
0 
3 
3 
③３～５年未満
5 
0 
5 
④５～10年未満
8 
6 
14 
⑤10年以上
7 
3 
10 
あった。また、既婚者は９名が常勤で、２名がアルバイト、その他が１名
であった。このことから今回の女性受講者は、結婚後も何らかの仕事につ
きながら、審判活動を継続し、実績を重ねていたことが伺える。
「夫は外で働き、妻は家を守るべきである」という考え方（性別役割分
担意識）が変わりつつあり、夫婦共働き世帯は、増えていると言われてい
る 1）現代社会で、結婚後に仕事を持ちながら審判活動を継続していくこと
は、非常に困難であることが推察され、後述する様々な問題があるようで
ある。
４．審判員資格取得の動機について（複数回答可）
審判員資格取得の動機について、「バレーボールの経験者であった」と
いう回答は17名（未婚者13名、既婚者４名）と最も多かった。「指導に生
かすため」という回答は10名（未婚者４名、既婚者６名）、「帯同審判をす
るため」が６名（未婚者、既婚者各３名）、「勧誘を受けた」という回答は
７名（未婚者５名、既婚者２名）、「その他」は１名（未婚者）であった
（表３）。
平成25年度JVA国内事業本部・審判規則委員会の運営基本方針の中に、
「次世代を担う審判員の発掘・育成を図る」ことも組み込まれている。今
後、女性に限らず次世代を担う審判員を養成していくためには、大学生を
対象に「公認審判員資格取得講習会」を開催し、大学時代から審判活動を
経験させることが有効ではないかと考える 2）。しかし実際問題として、大
学の主要大会である全日本インカレ、東・西日本インカレは、帯同審判員
制で開催しているため、大学連盟が開催している受講者は年々増加傾向に
あるが、出場する大学数が限られていたり、資格取得後の活動機会が少な
い等の課題も多い。また、開催時期・場所・経費等の問題から、講習会を
開催できない大学連盟もあるようである。これらの問題点について、大学
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連盟のみならず、各都道府県協会のご理解とご協力をいただきながら、
JVA基本方針を具現化していくことが重要であると考える。
５．女性審判員養成の専門組織の有無
「あなたが所属する組織・加盟団体には、女性審判員養成のための専門
的な組織はありますか」という設問に対し、「ある」が４名、「ない」が28
名であった。今回の回答者が所属する組織・加盟団体には、女性審判員養
成の目的だけの組織は少なかった。また、「ある」と回答した専門組織の
名称は、「女性審判育成部」、「女性部」、「指導部（女性育成担当）」という
名称であった。
６．女性審判員養成に関する取組み
「あなたが所属する組織・加盟団体は、女性審判員養成に関する取組み
を行っていますか」という設問に対し、「行っている」が６名、「行ってい
ない」が26名であった。今回の回答に限っては、「行っている」都道府県
でも、女性審判員だけの講習会等は、まだ行っていないようであった。女
性審判員だけの講習会開催のメリットとしては、女性審判員同士の技術向
上を含めた意識の高揚、モチベーション維持等が考えられるが、講義内容
として男女の区別がないため、必要性をあまり感じないのかもしれない。
この女性審判員養成に関する取組みに関して、JVA審判規則委員会は、国
際審判員、Ｖリーグ特別審判員（Ｖリーグを担当するＡ級審判員）、Ｉス
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表３．女性審判員の動機
未婚者
既婚者
合　計
①経験者
13
4
17
②指　導
4
6
10
③帯同審判
3
3
6
④勧　誘
5
2
7
⑤その他
1
0
1
クール生（国際審判員の育成を目的とするＡ級審判員）を対象として年１
回、技術強化事業を開催している。
７．審判活動の魅力について（優先順位①～③）
審判活動の魅力についての記述を「人との出会い・交流」、「バレーボー
ルとの関わり」、「審判技術・人間性の向上」、「達成感・充実感」、「自分の
プレー・指導への還元」、「貢献」、「その他」の７項目に分類し、優先順位
ごとにまとめた（表４）。
優先順位①から③の合計が最も多かったのは、「人との出会い・交流」
28名であり、次に「バレーボールとの関わり」19名、「審判技術・人間性
の向上」17名、「達成感・充実感」13名、「自分のプレー・指導」５名、
「貢献」２名、「その他」２名であった。「Ａ級審判員資格取得審査講習会」
を受講するためには、「Ｂ級キャンプ」と呼ばれる２泊３日の全国講習会
を受講しなければならない。つまり、今回の受講者は、以前から「Ｂ級キ
ャンプ」や所属する各ブロック大会、全国大会等で以前から交流があった
ために、優先順位①の１位は、「人との出会い・交流」になったと推測で
きる。また、優先順位②の１位「審判技術・人間性の向上」は、「審判の
みではなく、人間として成長できる」や「審判を通して自分が成長できる」
等の回答から、審判講習会等の講義テーマとしてよく取り上げられている
「レフェリングと人間性」についての内容を実感しているものと推察できる。
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表４．審判活動の魅力（優先順位①～③）
①
②
③
合計
20
8
0
28
7
6
6
19
0
10
7
17
4
4
5
13
0
2
3
5
0
0
2
2
0
0
2
2
人との出会
い・交流
バレーボール
との関わり
審判技術・人
間性の向上
達成感・
充実感
自分のプ
レ ・ー指導 貢献 その他
８．女性審判員が活動を継続する上で不安に感じること
女性審判員が活動を継続する上で不安に感じることについての記述を
「家族の理解」、「結婚」、「出産」、「育児」、「男性との比較」、「職場の理解」、
「経済的な不安」、「その他」の８項目に分類し、優先順位ごとにまとめた
（表５）。
優先順位①から③の合計が最も多かったのは、「家族の理解」21名であ
り、次に「出産」14名、「結婚」・「育児」12名、「男性との比較」９名、
「職場の理解」８名、「経済的な負担」７名、「その他」５名であった。女
性審判員が活動を継続する上で不安に感じることについては、特に大会主
催者側（組織）として検討・配慮しなければならない項目があると考えら
れる。例えば、「育児」については託児所のような支援も必要になるであ
ろう。宮城県バレーボール協会・理事でもある筆者は、昨年10月に開催さ
れた理事会の際に、宮城県ママさんバレーボール連盟・堀野令泉子理事長
に大会運営等についてお話を伺う機会があった。1970年に設立された「全
国家庭婦人バレーボール連盟」（現・全国ママさんバレーボール連盟）3）主
催の大会は、女性がすべての運営を行っているため、大会に子供を連れて
行ってもお互いに面倒を見たり、協力する環境・体制が整っているとのこ
とであった。しかしながら、ママさんバレーボール連盟以外の大会は、男
性に比較して女性審判員が少ない現状があるため、前述したような支援に
対する課題が多いようである。
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表５．女性審判員が活動を継続する上で不安に感じること（優先順位①～③）
①
②
③
合計
10
5
6
21
家族の
理解
9
3
0
12
結　婚
7
6
1
14
出　産
6
5
1
12
育　児
4
3
2
9
男性と
の比較
0
4
4
8
職場の
理解
0
2
5
7
経済的
な負担
1
1
3
5
その他
９．女性が審判活動を継続する上で必要と思われること
女性が審判活動を継続する上で必要と思われることについての記述を
「家族の理解」、「育児・子育て支援」、「取り組む姿勢」、「周囲の理解」、
「職場の理解」、「その他」の６項目に分類し、優先順位ごとにまとめた
（表６）。
女性が審判活動を継続する上で必要と感じている項目には、「理解」を
求めるものが３項目あった。優先順位①から③までの合計で最も多かった
のは、「家族の理解」18名、次に「周囲の理解」13名、「職場の理解」９名
であった。前述した「不安に感じること」と比較すると、「周囲の理解」
が加わっていたが、この「周囲」とは、審判員仲間、家族や職場等すべて
を含んでいるものと考えられる。
10．審判活動をする上で常に心掛けていること
審判活動をする上で常に心掛けていることについての記述を「気遣い」、
「向上心」、「公平・公正さ」、「謙虚な姿勢」、「感謝」、「礼儀」の６項目に
分類し、優先順位ごとにまとめた（表７）。
大会の規模にもよるが、試合を運営するためには、審判員以外にも多く
の役員が携わっている。審判団だけでも通常、主審、副審、記録、ライン
ジャッジ（線審）そして、コートオフィシャルと呼ばれるモッパー、ボー
ル・リトリバー、点示等が含まれる。役員同士がお互いに協働しながら、
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表６．女性が審判活動を継続する上で必要と思われること
①
②
③
合計
11
7
0
18
家族の理解
9
4
4
15
育児・子育て支援
7
5
3
15
取組む姿勢
4
3
6
13
周囲の理解
3
4
2
9
職場の理解
0
5
4
9
その他
それぞれの任務を遂行することによって試合が運営されているのである。
このようなことから、「気遣い」というカテゴリーには、審判団の一員と
いう強い意識から生まれる仲間への気遣いや、チームに余計なストレスを
与えないように的確な運営を行うことへの気遣い等が含まれていた。
優先順位①から③までの合計で最も多かったのは、「向上心」30名であ
り、次に「気遣い」25名、「公平・公正さ」17名、「謙虚な姿勢」８名、
「感謝」６名、「その他」４名であった。「向上心」については、「数多くの
研修会に参加する」、「課題を持って取組む」、「人間性を磨く」という回答
が多かった。今回の調査対象者は、これからＡ級審判員を取得しようとす
る者が多かったので、受講に至るまでの経験や今後の活動に対する決意か
ら、このような結果として表れたのではないかと推測できる。
11．今後の審判活動に対する要望（含、どのような活動をしたいかという
希望）
今後の審判活動に対する要望についての回答を「希望」と、大会主催者
および組織が検討すべき内容と思われる「要望」の２項目に分類し、それ
ぞれの原文を以下に転記する。尚、２項目ともに関わる記述に関しては、
項目ごとに分けて転記した。
１）「希望」
①より高いレベルの審判をしたい。
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表７．常に心掛けていること
①
②
③
合計
11
7
7
25
6
13
11
30
6
6
5
17
4
2
2
8
2
2
2
6
4
0
0
4
気遣い 向上心 公平・公正さ 謙虚な姿勢 感　謝 礼　儀
②Ａ級審判員を目指して、さらに研修を重ねていきたい。
③今後、国際審判員を目指して活動していきたい。
④ブロック大会、全国大会、Ｖリーグ等の試合に積極的に参加してい
きたい。
⑤県内所属連盟での活動を軸としながら、他カテゴリーでも活動して
いきたい。
⑥目標を持って頑張りたい。
⑦やれることを精一杯やっていく。
⑧練習試合だけでは、試合運営の研修ができないので、担当する公式
試合で多くの上級審判員の方々にご指導をいただきたい。
⑨正しい情報を収集し、次に続く審判員の役に立てるように伝えてい
きたい。
⑩自分のスキル向上と、自分より若い世代が少ないので、後継者を育
てるためにも良き模範になれように活動していきたい。
⑪自分の審判を見て、もっと若い人がＡ級審判員を目指したいと思っ
てもらえるような審判員になりたい。
⑫女子大会を女性の審判だけで運営したい。
⑬結婚、出産後も活動を続けたい。
⑭今後は、気持ちで男性に負けないよう、努力を重ね、後輩の女性審
判員が活動しやすい環境を作れるようになりたい。
⑮子育てをしながらも女性審判員が活動できる良い前例となりたい。
⑯特に所属連盟（小バ連）で女性審判が少しでも増え、自信を持って
活動できるパイプ作りをしたい。
２）「要望」
①地域的な格差を解消して欲しい。地方者にとって参加しやすい環境
整備も必要
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②平等な審判の機会。若手育成。
③ボランティア活動として続けていくには限界がある。
④「女性用の更衣室を設けて欲しい」
⑤「結婚後の活動に不安を感じる。年齢のこともあり、子供を産みた
いと考えているが、出産・育児が重なると審判活動ができにくくな
り、活動から離れると感覚が鈍り、復帰が難しいのではないかと感
じている」
⑥性別に関する区別はしていただきたくないが、身体のリズムに波が
あることを少しは理解して欲しい。
Ⅴ．まとめ
今回の調査対象者は、ごく一部の女性審判員であることから、調査結果
をそのまま「現状と課題」とすることはできないが、トップカテゴリーを
目指してきた集団の回答であるということは重視したい。
SSF笹川スポーツ財団「スポーツライフに関する調査」2012 4）によると、
過去１年間にスポーツボランティアを行った経験がある者は7.7％であっ
た。性別では男性10.3％が女性5.1％を上回り、スポーツボランティアは
男性中心となっているのが現状である。また、スポーツボランティアの実
施内容の「スポーツの審判」に着目すると、「日常的な活動」では29.9％、
「地域のスポーツイベント」では21.4％、「全国・国際的スポーツイベント」
では3.9％の実施率であった。
スポーツボランティアの中でも「スポーツの審判」は、その大会に見合
った資格が必要であるため、その大会規模（全国大会、国際大会等）によ
っても役割分担が異なる。このような大会で活動する女性審判員養成のた
めには、どのような方法が必要なのであろうか。また、資格取得後に活動
を継続していくためには、どのような障害があり、それを克服するために
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は何が考えられるのであろうか。今回の回答では、これらの課題について
取組んでいる組織・加盟団体は、まだ少ないようであった。「審判活動の
魅力」についての設問では、審判員同士の交流によって得られる様々な情
報から、審判技術のみならず人間性の向上にもつながっていると推察でき
る回答が多くみられた。次に「不安に感じること」については、やはり
「結婚」、「出産」、「育児」の回答が多かった。特に「育児」に関しては、
審判以外でも託児所の確保も含めて深刻な問題である。「出産後の復帰」
や「産休等で休んでいると“うらしま太郎”状態になる」などの不安も多
い。「今後の審判活動に対する要望」について、JVA審判規則委員会をは
じめとする各地方協会、加盟団体の指導的な立場にいる方々に検討してい
ただきたい回答がいくつかあった。一つは講習会の開催方法である。審判
レベルの地域格差を解消するためにも、講師が地方に出向いて開催する機
会を今よりも増やすことが望まれる。次に、女性用の更衣室がないという
施設の問題である。この回答は、更衣室はあるが競技役員、特に女性専用
の更衣室がないという意味であろう。筆者が現役審判員の頃は、審判ミー
ティングを行う部屋が更衣室も兼ねていることが多く、当時女性審判員は
いなかったので、ごく自然に更衣が行われていたように記憶している。し
かし、女性審判員が資格を取得するようになってからは、そういう訳にも
いかず、女性審判員は女子トイレで着替えたりしていた。確かに経済的な
理由等から、大会規模が小さいほど部屋数の少ない体育館で開催される傾
向があり、この現状を改善することは難しいと思われるが、女性審判員に
やりがいのある充足した活動を促すためにも、肩身の狭い思いをさせない
ような配慮・工夫を図るべきであろう。
最後に、男女共同参画社会基本法（内閣府、平成11年）第６条（家庭生
活における活動と他の活動の両立）「男女共同参画社会の形成は、家族を
構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家族の介護
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その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に
果たし、かつ、当該活動以外の活動を行うことができるようにすることを
旨として、行わなければならない」5）とある。この「当該活動以外の活動」
とは、仕事、学習、地域活動、ボランティア活動等、家庭生活における活
動以外の活動をいう。この条項から読み取れるように、家庭が基本であり、
本人が家族の理解を得るための努力をするということが、女性審判員養成
には欠かせない重大な要素となる。前述した指導的な立場の者は、審判技
術のみならず、このような本人たちの努力・姿勢等を十分に理解しながら、
成果を急ぐことなく、じっくりと時間をかけて指導していくことが肝要と
考える。
今後は、今回の調査結果を一つの参考としながら、JVA審判規則委員会
の一員として、一人でも多くの、より質の高い女性審判員を養成するため
に尽力していきたい。
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以下の設問に対し、いずれか１つの数字を○で囲むか、または記述してください。
Q 1．所　属
加盟団体　；　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　例）小バ連、中体連、高体連 etc.
Q 2．年　齢　；　（　　　　）才
Q 3．未婚または既婚（含、子供）　　①　未　婚　　②　既　婚　（子供　；　あり　or なし　）
Q 4．仕　事　　①　あ　り　　②　な　し
Q 5． Q4で「有り」と回答した方 　；　仕事の内容
①　常勤　　②　非常勤　　③　アルバイト　　④　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Q 6．審判活動歴（ 公認審判員資格取得後 ）
①　１年未満　　②　１～３年未満　　③　３～５年未満　　④　５～10年未満　　⑤　10年以上
Q 7．年間活動回数（ 昨年度 ）　※　明確でない場合は、おおよその回数で結構です
Q 8．審判の資格を取得した動機は何ですか？
①　バレーボールをしていた　　②　チームの指導　　③　チームの帯同審判　　④　知人からの勧誘　　
⑤　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Q 9．現在の資格を取得するための審査会情報は、どのような方法で知りましたか？
①　新　聞　　②　本　　③　インターネット　　④　知　人　　⑤　その他（　　　　　　　　　　　　　）
Q10．あなたが所属する組織・加盟団体には、女性審判員養成のための専門的な組織はありますか？
例）女性審判員養成対策委員会 etc.
①　あ　る　；　（名称：　　　　　　　　　　　　　　　）　②　な　い
Q11．あなたが所属する組織・加盟団体は、女性審判員養成に関する取組みを行っていますか？
①　行っている　　②　行っていない
Q12．Q11で「行っている」と回答した方　；　その取組みの内容についてお尋ねします
１）女性審判員のみを対象とした講習会等はありますか？　
①　あ　る　；　（講習会名：　　　　　　　　　　　）　②　な　し
２）１）で「①ある」と回答した方　；　その頻度は、年（　　　　　）回　
３）１）で「①ある」と回答した方　；　その取組みに何か特色があれば、ご回答ください
例）JVAから講師を招聘している etc.
Q13．あなたが審判活動に魅力を感じることについて、優先順位をつけて、箇条書きで回答してください（３つ以上）
Q14．一般的に女性が審判資格審査を受検したり、審判活動を継続する上で、不安に感じることとは何だと思います
か？　優先順位をつけて、箇条書きで回答してください（３つ以上）
Q15．女性が審判活動を継続していく上で、特に必要と思われることに優先順位をつけて、箇条書きで回答してくださ
い（３つ以上）
Q16．あなたが審判活動をする上で、常に心がけていることに優先順位をつけて、箇条書きで回答してください
（３つ以上）
Q17．今後の審判活動に対する要望（ 含、どのような活動をしたいかという希望 ）
※ ご協力、ありがとうございました。
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この調査は、女性審判員養成に関する意見等を把握しようとするものです。個人の結果を問題にするものでは
なく、全体的な意見等を把握し、その結果を女性審判員養成事業に反映させることを目的とするものです。
この回答結果がＡ級審判員資格取得講習会の評価資料になることはございませんので、忌憚のないご意見をお
願いいたします。
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